
〔F９〕 〔F1０〕 〔F17〕
ＧＰﾒﾝﾃﾅﾝｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

（１９．６）

】【取扱説明書



目 次

●［Ｆ９］申告・個人・分析
［ 97］新ＧＰ年度更新

概要 ････････････････････････････････････ １

画面解説 ････････････････････････････････････ ２

操作方法 ････････････････････････････････････ ４

株主資本等変動計算書＆注記表の年度更新 ･･････ ６

新法人税申告書の年度更新 ････････････････････ ６

勘定科目内訳書の年度更新 ････････････････････ ６

新減価償却の年度更新 ････････････････････････ ７

新償却資産申告書の年度更新 ･･････････････････ ８

新個人決算書の年度更新 ･･････････････････････ ９

確定申告書（H19以後）の年度更新 ･････････････ １０

再度・年度更新を行う場合の注意点 ･････････････ １１

［ 98］ＧＰデータリスト ･････････････････････････････ １２

(Ｆ９プログラム内共通）･････････････ １３● ユーティリティ
１．ユーザリスト ･･･････････････････････････････････ １４

２．データ削除 ･････････････････････････････････････ １５

３．ユーザ名変更 ･･･････････････････････････････････ １６

４．データコピー ･･･････････････････････････････････ １７

５．コード番号変更 ･････････････････････････････････ １８

●［Ｆ10］データ変換
［ 78］ＧＰデータ搬出 ･･･････････････････････････････ １９

［ 79］ＧＰデータ搬入 ･･･････････････････････････････ ２２

データ搬出先・搬入先の変更方法 ･････････････････････ ２８

[920] 財務オプション設定 ･････････････････････ ２９

［ 76］ＧＰデータ削除 ･･････････････････････････････ ３０

●［Ｆ17］特殊管理登録
［797］ＧＰ削除データの復活 ････････････････････････ ３２

Ｗｉｎｄｏｗｓ 子機外字一覧表



- 1 -

[97]新ＧＰ年度更新・概要

新ＧＰ年度更新は ［Ｆ９］申告・個人・分析内の全てのプログラムの年度更新をします。、

指定したユーザコード・年度に各プログラムのデータが存在するかどうかを自動でチェック

しますので、更新元データの有無が画面上で分かります。

また、既に年度更新が行われているプログラムは画面上に更新先「 」として表示します。有

年度更新作業は、プログラムごと、または全てのプログラムをまとめて指定することができます。

年度更新は、[1100］ＧＰ申告情報登録･[110］新法人税申告書・ 120］消費税申告書・［

［130］勘定科目内訳書・ 140］事業概況説明書・ 170］新減価償却・[180]新償却資産申告書・［ ［

［230］個別税効果会計・[320］新個人決算書・[330］確定申告書(H19年以後)・[1110］届出書

の一部においては年度更新をして繰越します。

上記以外のプログラムは前年度データのコピーになります。

年度や金額等もそのまま繰越しますので、今年度データを上書き訂正してください。

また、年度更新作業完了時に、更新元データ(前年データ)に変更禁止保護をかける事も可能

です。年度更新後、前年データが書き換わらないようにしたい場合に使用します。

※電子申告データの変更禁止保護について

年度更新後に電子申告の変換を行う場合は、変更禁止保護をかけないでください。

保護をかけますと電子申告の変換ができないため、解除が必要となります。

変更禁止保護を行う場合は、電子申告後に変更禁止保護を実行してください。

(変更禁止保護の解除および実行は［Ｆ６］登録＆入力 [795] データシークレット

より行います。)

Ｆ９
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画面解説

● 新ＧＰ年度更新プログラムの呼び出し方

1. Ｆ９ 申告・個人・分析画面を選択します。

2. 新ＧＰ年度更新プログラムを選択します。

97 Enter を押します。

※平成18年以前のプログラム、および平成19年以前

の消費税申告書は[Ｆ19]の[1097]旧ＧＰ年度更新

プログラムをご利用ください。

● ファンクションキー

ファンクションキーを押すか、マウスでクリックすることにより選択できます。

プログラムによってファンクションキーの役割は変化します。

更 新 (Ｆ１) …年度更新を行う項目を選択後、年度更新を実行するために使用します。

再読込 (Ｆ２) …νの有無を再読み込みします。(初期状態に戻します。)

※「ＧＰ申告情報登録」は必須項目のため外せません ）ν全ｸﾘｱ (Ｆ３) …νを全て外します （。 。

抹 消 (Ｆ４) …入力文字や指定入力した数字を抹消します。

終 了 (Ｆ５) …実行中のプログラムを終了します。
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● 入力画面の説明

※グリーンの はウィンドウを開くボタンになっています。(以下 『サブミット』と表記)、

クリックすると、各項目に応じた選択画面を開くことができます。

(カーソルが止まった際にスペースを押しても画面を開くことができます。)

※ピンクの はチェックボックスとなっています。□

該当する場合はクリックすると チェックマークが付きます。ν
(カーソルが止まった際に スペース キーを押してもチェックマークが付きます)

＊グリーンの はラジオボタンとなっています。

該当する項目をクリックするとその項目に (黒丸)が付きます。

(カーソルが止まった際に スペース キーを押しても が付きます。ょ

選択の解除は 抹消 (Ｆ４)又は ＥＮＤ キーにて行います。

クリックするとヘルプ画面が開きます。

[ ピンクの チェックボックス ]
マウスでクリックするとチェックマークを

付けることができます。

●

●

該当項目をクリックします。
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● 操作方法

1. [Ｆ９]申告・個人・分析を選択します。

2. [97]新ＧＰ年度更新を選択します。

97 Enter を押します。

3. 新ＧＰ年度更新の画面を表示します。

4. ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ、年度を指定します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter

年度 Enter を押します。

（※更新元の年度を指定します。）

5. 左図の画面を表示します。

事業年度、更新先事業年度の表示が正しいか

を確認します。

※前年(更新元)にデータが存在する項目には

自動で が付き、黒文字で表示します。ν

※前年(更新元)にデータが存在しない項目は

文字を灰色で表示します。

（ も付きません。)ν

更新先にデータが存在する場合は、

更新先欄に「 」と表示します。有

(P.11参照)
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を外します。6. 年度更新しない項目からはν

が外れます。ν νをクリックすると、

※更新元に が付いているプログラムのみν
更新できます。

※｢ＧＰ申告情報登録｣は必須項目のため

を外せません。ν

7. 更新 (Ｆ１）を押します。

8. 画面下に年度更新を行っているプログラム名

を表示します。

9. 年度更新が終了した項目は、更新先欄に

「済」と表示します。

10. 年度更新作業が終了すると、左図の画面を

表示します。

前年度データに｢変更禁止保護｣をかけるか

どうか選択します。

●｢変更禁止保護｣をかける場合は

保護 (Ｆ１)を押します。

『変更禁止保護を設定しました。』と表示

します。

●｢変更禁止保護｣をかけない場合は

終了 (Ｆ５)を押します。

『変更禁止保護は実施しません。』と表示

します。

11. 以上で作業は終了です。
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● 株主資本等変動計算書＆注記表の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2. 年度更新方法を選択します。

●変動計算書注記を繰越すかしないかを

指定します。

●注記表を繰越すかしないかを指定します。

3. 年度更新する場合は、 更新 （Ｆ１）

中止する場合は、 終了 （Ｆ５）を押します。

[110]新法人税申告書(地方税含む)のデータを更新します。● 新法人税申告書の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2. 年度更新方法を選択します。

●事業所設定の分割基準(人数)を繰越すか

しないかを指定します。

●減価償却資産(16-1.16-2.16-6.16-8)を

繰越すかしないかを指定します。

(金額は全てクリアします。)

3. 年度更新する場合は、 更新 （Ｆ１）

中止する場合は、 終了 （Ｆ５）を押します。

※繰越内容は「新法人税申告書Ⅱ 取扱説明書」を

参照。

● 勘定科目内訳書の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2．年度更新する表を指定します。

● を入れる ・・年度更新作業を行います。ν

● を入れない･･ 前年データをコピーします。ν

※全表指定する場合は ν全 ﾏ ｰ ｸ （Ｆ２）を

押します。
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4．年度更新する場合は 更新 （Ｆ１）

中止する場合は 終了 （Ｆ５）を押します。

※繰越内容は「勘定科目内訳書 取扱説明書」

を参照。

● 新減価償却の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2. 年度更新方法を選択します。

●減価償却するかしないかを指定します。

償却して更新…年度繰越、期末簿価を期首簿価

へコピー

償却せず更新…年度のみ繰越、金額等は変更

なし

●固定資産(リース資産)の売却廃棄データを

削除するかしないかを指定します。

●一括償却資産の期末簿価０円データを削除

するかしないかを指定します。

(期末簿価0データ含み更新とした場合、データ

を削除せずに年度更新します)

●少額資産の売却廃棄データを削除するか

しないかを指定します。

3. 年度更新する場合は 更新 （Ｆ１）

中止する場合は 終了 （Ｆ５）を押します。
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※ 新減価償却 事業年月日が変更になった場合 ※

例）事業期間がH25.1.1-H25.3.31だったユーザがH25.1.1-H25.3.31で終了し、

次年度の事業期間がH25.4.1-H26.3.31になった場合の対処方法

【170】新減価償却「1.基本情報登録」

期首年月日 … H25. 1. 1

期末年月日 … H25.12.31 ← 期末年月日は25.12.31とします。

計算年月日 … H25. 3.31 ← 計算年月日に25. 3.31と入力します。

（繰越）

【97】年度変更

期首年月日 … H25. 1. 1

期末年月日 … H25.12.31

計算年月日 … H25. 3.31 ← 年度更新を実行します。

【170】減価償却「1.基本情報登録」

期首・期末年月日を訂正します。

期首年月日 … H26. 1. 1

期末年月日 … H26.12.31

計算年月日 … H26. 3.31

期首年月日 … H25. 4. 1 期首・期末年月日を訂正します。

期末年月日 … H26. 3.31

計算年月日 … H26. 3.31

● 新償却資産申告書の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2. 年度更新方法を選択します。

●各提出先の減少資産データを

削除するかしないかを指定します。

3. 年度更新する場合は 更新 （Ｆ１）

中止する場合は 終了 （Ｆ５）を押します。
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● 新個人決算書（ＯＣＲ）の年度更新

1. 左図の画面を表示します。

2. 年度更新する場合は、 更新 （Ｆ１）

中止する場合は、 終了 （Ｆ５）を押します。

[青色一般・農業・収支一般・農業]
3. 年度更新方法を選択します。

●減価償却するかしないかを指定します。

償却して更新…年度繰越、期末簿価を期首

簿価へコピー

償却せず更新…年度のみ繰越、金額等は変更

なし

●減価償却の売却・廃棄データを抹消するか

しないかを指定します。

●賃貸契約期間～保証金等期末残高を更新

(次頁参照)するかしないかを指定します。

更新する…データをそのまま繰越

更新しない…データをクリア

[青色不動産・収支不動産]

4. 年度更新作業をする場合、 更新 （Ｆ１）

中止する場合、 終了 （Ｆ５）を押します。

※入力している決算書が複数ある場合、

次の決算書の指定画面を表示します。
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※【青色不動産】【収支不動産】不動産所得の収入の内訳
賃貸契約期間～保証金、敷金(期末残高)のデータを繰越すか、クリアするかを選択します。

…データをそのまま更新する

繰越します。

…データをクリア更新しない

データをそのまま繰越します

● 確定申告書（Ｈ19以後）の年度更新
※平成18年以前の確定申告書プログラムを更新する場合は、[1097]旧ＧＰ年度更新を使用します。

1. 左図の画面を表示します。

2. データがある表に自動的にチェックが付きます。

不要な表がある場合はチェックを外してください。

3．年度更新する場合は 更新 （Ｆ１）

中止する場合は 終了 （Ｆ５）を押します。



- 11 -

● 再度、年度更新を行う場合の注意点
※既に年度更新を実行し、更新先欄に「 」と表示している項目は次年度にデータが有

存在します。手動で にチェックを付けて、再度年度更新を行うとデータを上書きします。

自動でνは付きませんので、再度更新する

プログラムを選択し、 更新 （Ｆ１）を押します。

※更新先欄に「 」と表示しているプログラム有

は次年度にデータが存在します。

※年度更新を行わなかったプログラムは

更新先欄が空欄のため、νが入ります。

※画面右上の ヘルプ をクリックすると、注意点をまとめた内容を確認できます。
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Ｆ９[９８] ＧＰデータリスト

● 概要
・ＧＰデータリストは、[Ｆ９] 申告・個人・分析内のプログラムで入力したデータの
一覧をユーザ単位・年度ごとに見るためのリストです。(プリントすることも可能)
登録してある会社の件数も確認できます。

・現在使用している端末で使用した直近データを、50件を表示します。

全データを表示する場合は、 全表示 (Ｆ８) を押してください。

例) 0001 平XX 株式会社 東京商事
・ＧＰ申告情報登録
・法人税申告書
・消費税申告書
・減価償却

1. Ｆ９ 申告・個人・分析 画面を選択します。

2. ＧＰデータリストを選択します。

98 Enter を押します。

3. ＧＰユーザリストの画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコードの

表示範囲及び年度の指定ができます。

PageUp PageDown ページ
めくり前頁(Ｆ３) 次頁(Ｆ４)

先頭 (Ｆ９) …リストの先頭ページを表示

最終 (Ｆ10) …リストの最終ページを表示

リストを出力する場合は、 ﾌﾟﾘﾝﾄ (Ｆ６）
を押します。
※プリンタを切り替える場合は、 ﾌﾟ･切替 (Ｆ１)を

押します。

※ユーザ数：１社１年が１ユーザ、

ファイル数：データが書き込まれている数

プリント （Ｆ６）● プリントする場合
1. ﾌﾟﾘﾝﾄ (Ｆ６) を押します。

2. 左図の画面を表示します。
プリントする場合は「１．はい」
しない場合は「２．いいえ」を選択します。

3. 用紙をセットし､ Enter を押すと
印刷を開始します｡
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ユーティリティ

ユ－ティリティとは、Ｆ９のプログラムで入力したデータのリストを各プログラムごとに出力
したり、ユーザコードやユーザ名の変更、データの削除、データのコピー等を行うプログラム
のことです。

「３．ユーティリティ」を選択すると下記の画面を表示します。

ユ－ティリティの機能

１．ユーザリスト ･･･ 現在使用している端末機で作業した直近データを表示します。
全データを表示する場合は、 全表示 (Ｆ８) を押します。
出力も可能です。

２．データ削除 ･･･ 現在呼び出しているプログラムのデ－タのみ削除します。

３．ユーザ名変更 ･･･ ユーザ名を変更します。Ｆ９のプログラム全ての社名が変更になります。

４．データのコピー ･･･ 指定したプログラムのデータをコピーします。

５．コード番号変更 ･･･ ユーザコードを変更します。Ｆ９のプログラム全てのデータの番号を
変更します。
※コピー先のユーザコードにデータがないことを確認したうえで、
ユーザコード変更を行ってください。
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ユーティリティ：１．ユーザリスト

ユーザリストは現在呼び出しているプログラムの作業している機械で使用した直近データの
ユーザコード及びユーザ名のデータを各年度ごとに表示します。
全表示 (Ｆ８）を押すことにより全データを呼び出すことができます。

また、リストを出力することも可能です。

1. 各プログラムを呼び出します。

2. 『３』ユーティリティを選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 『１』ユーザリストを選択します。

5. ユーザリストの画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

PageUp PageDown ページ
めくり前頁(Ｆ３) 次頁(Ｆ４)

先頭 (Ｆ９) …リストの先頭ページを表示

最終 (Ｆ10) …リストの最終ページを表示

リストを出力する場合は、 ﾌﾟﾘﾝﾄ (Ｆ６）
を押します。
※プリンタを切り替える場合は ﾌﾟ･切替 (Ｆ１)

を押します。

6．終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。

＜出力サンプル＞
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ユーティリティ：２．データ削除

データの削除は現在呼び出しているプログラムのデータの指定年度のみの削除となります。
※ユーザのデータを全て削除する場合は、[76]ＧＰデータ削除を実行します。 (P.32参照)

1. 各プログラムを呼び出します。

2.『３』ユーティリティを選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4.『２』データ削除を選択します。

5. データ削除の画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

6. ﾕｰｻﾞ･選 (Ｆ７) を押します。

7. 削除するユーザコードを入力します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter を押します。

8. 和暦を指定します。

令和の場合は Ｒ
平成の場合は Ｈ
昭和の場合は Ｓ を入力します。

9. 年度を指定します。

年度 Enter を押します。

10. 左図の画面を表示します。

削除する場合は １ Enter
しない場合は ２ Enter を選択します。

11. 削除が終了すると左図の画面を表示します。

12. 続けてデータを削除する場合は、7～11の
作業を繰り返し行います。

終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。
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ユーティリティ：３．ユーザ名変更

ユーザ名の変更を行います。ユーザ名は指定コードの指定年度のみ変更します。
変更した場合は、[Ｆ９］データ全ての呼び出し用のユーザ名を変更します。

1. 各プログラムを呼び出します。

2. 『３』ユーティリティを選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 『３』ユーザ名変更を選択します。

5. ユーザ名変更の画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

6. ユーザ名を変更するユーザコードの年度
にカーソルを置き、 Enter を押します。

7. 左図の画面を表示します。

変更する前のユーザ名を表示しますので
ユーザ名を手直しし、 Enter を押します。

例）東京商事 株式会社

8. ユーザ名が変わったことを確認します。

9. 終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。
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ユーティリティ：４．データコピー

現在呼び出しているプログラムのデータを他のユーザ番号へコピーします。
元のユーザコードのデータは消さず残ります。
※データを全て違う番号に移行する場合は、『5．コード番号変更』を実行してください。

1. 各プログラムを呼び出します。

2. 『３』ユーティリティを選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 『４』データコピーを選択します。

5. データコピーの画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

6. コピーしたいユーザと年度にカーソルを
移動させ、 Enter を押します。

7. 左図の画面を表示します。
コピー先のユーザコードと年度を
指定し、 Enter を押します。

例） 1003 Enter 26 Enter

8. コピー完了と表示し、リスト画面にカーソル
が戻ります。

9. 終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。

※コピー先にデータがある場合は以下の画面を表示します。
上書きする場合は １ Enter 、しない場合は、 ２ Enter を押します。
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ユーティリティ：５．コード番号変更

コード番号の変更を行います。変更した場合は、変更前のユーザコードにはデータは残りません。
また、Ｆ９全て現在呼び出しているプログラムのデータを他のユーザ番号へコピーします。
※元のデータを残す場合は『４.データのコピー』で各プログラムごとにコピーしてください。

1. 各プログラムを呼び出します。

2.『３』ユーティリティを選択します。

3. 左図の画面を表示します。

4. 『５』コード番号変更を選択します。

5. コード番号変更の画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

6. コード番号を変更したいユーザコードと
年度にカーソルを移動し、 Enter を
押します。

7. 左図の画面を表示します。

変更先のユーザコードと年度を指定し、
Enter を押します。

例） 1004 Enter 26 Enter

8. 変更完了と表示し、リスト画面にカーソルが
戻ります。

9. 終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。

※コピー先にデータがある場合は以下の画面を表示します。
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Ｆ10[７８] ＧＰデータ搬出

● 概要
・ ＧＰデータ搬出は、[Ｆ９] 申告・個人・分析の各プログラムで入力したデータを
ＵＳＢメモリ等へ移します。
・ 複数の年度のデータをいれることも可能です。
・ ＵＳＢメモリを使用する場合は「ＧＰ」というフォルダをご用意ください。

1. Ｆ10 データ変換を表示します。

2.［78］ＧＰデータ搬出を選択します。

78 Enter を押します。

3. ＧＰデータ搬出の画面を表示します。

出先変 （Ｆ２）を押し、

搬出先を『端末』に変更します。

※端末のデバイス名は[920] にて
変更することができます。

※ 出先変 （Ｆ２）で搬出先の切替ができます。

サーバーＦＤ ⇔ 端末 ⇔ ネット

4．機能選択を指定します。
｢１．ユーザ単位」を選択します。

※2.初期データは資金繰り又はキャッシュフロー等

の初期設定をＵＳＢへ保存する場合に選択します。



- 20 -

[78]ＧＰデータの搬出

5. ユーザコードと年度を指定します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter 年度 Enter

を押します。

6. コピーする項目を指定します。
指定するとプログラム名が反転します。

項目 Enter を押します。

例） 10 Enter

コピーする項目の指定が終わったら、
空 Enter を押します。

7. 左図の画面を表示します。
該当ユーザに対する全ての作業を終了し、
「１．はい」を選択します。

コピーが始まると左図の画面のように
『ＧＰファイルコピー』と表示します。

8. ＧＰデータの搬出が正常に終了すると
ユーザコードへカーソルが戻ります。

続けてデータを搬出する場合は、5～7の
作業を繰り返し行います。

終了する場合は、 終・HOME （Ｆ５）を
押します。
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[78]ＧＰデータの搬出

● 既に同じユーザコード・年度のデータが入っていた場合
『既に出力先にデーターが入っていますが、そのまま上書きします エンターを押してください』

と表示します。

Enter を押します。ＵＳＢメモリ内のデータに上書きする場合は、

(中止する場合、 Ctrl ＋ C を押します。)

● ＵＳＢメモリ等をセットしていないか、保存先の指定が違っていた場合
『ディレクトリー作製できない 』と表示します。Ｆ５キーで終了します
終・HOME (Ｆ５) を押します。
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Ｆ10[７９]ＧＰデータ搬入

● 概要
ＧＰデータ搬入は、[Ｆ９] 申告・個人・分析のデータをＵＳＢメモリ等に保存または
Ｓｙｓｔｅｍ－Ｖの別の親機で入力したデータをネット経由でハードディスクへ移動します。

ＵＳＢメモリでの搬入方法

1. Ｆ10 データ変換を表示します。

2. [79] ＧＰデータ搬入を選択します。

79 Enter を押します。

3. ＧＰデータ搬入の画面を表示します。

4. 端末ＦＤ (Ｆ２) を押します。

5. 左図の画面を表示します。
「1. ユーザ単位」を選択します。

※初期データは資金繰り又はキャッシュフロー等

の初期設定を保存する場合に選択します。
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[79]ＧＰデータ搬入

6. ＵＳＢメモリに保存されているデータを
検索します。

7. 左図の画面を表示します。
該当ユーザに対する全ての作業を終了し、
「１．はい」を選択します。

8. 搬入するユーザコードと年度を指定します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter 年度 Enter

例） 1001 Enter 26 Enter

コピーが始まると左図の画面の様に
『ＧＰファイルコピー』と表示します。

9. データの搬入が正常に終了すると
ユーザコードへカーソルが戻ります。

終了する場合は、 終・HOME (Ｆ５)を
押します。
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[79]ＧＰデータ搬入

※親機双方に相手のアドレス登録が必要です。ネットでの搬入方法

1. Ｆ10 データ変換を呼び出します。

2. [79] ＧＰデータ搬入を選択します。
79 Enter を押します。

3.「ホスト名」にデータが入っている親機の
表示名を入力します。

通常、x001 です。

x001 Enter

パスワードは 空 Enter で省略します。

設定に問題がなければ、
『＊＊＊ 接続ＯＫ ＊＊＊』とメッセージ
を表示します。

4. 機能選択を指定します。
「1.ユーザ単位」を選択します。

※初期データは資金繰り又はキャッシュフロー等

の初期設定を保存する場合に選択します。

5. 左図の画面を表示します。
該当ユーザに対する全ての作業を終了し、
「１．はい」を選択します。
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[79]ＧＰデータ搬入

6. 左図の画面を表示します。
ユーザコードと年度を指定します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter 年度 Enter

例） 1001 Enter 26 Enter

7. コピーする項目を指定します。
指定するとプログラム名が反転します。

項目 Enter を押します。

例） 10 Enter

コピーする項目の指定が終わったら、
空 Enter を押します。

コピーが始まると左図の画面の様に
『ＧＰファイルコピー』と表示します。

8. ＧＰデータの搬入が正常に終了すると
ユーザコードへカーソルが戻ります。

続けてデータを搬入する場合は、6～7の
作業を繰り返し行います。

終了する場合は、 終・HOME （Ｆ５）を
押します。
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[79]ＧＰデータ搬入

※ 範囲指 (Ｆ７)を押すと、範囲指定の画面を表示します。

1. 左図の画面を表示します。

2 . ユーザコードと年度を指定します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ － ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter
ﾏｲﾅｽ

年度 Enter と押します。

（範囲指定した場合、 99.全項目 が
コピーされます。）

指定が終わったら、

空 Enter を押します。

コピーが始まると左図の画面のように
『ＧＰファイルコピー』と表示します｡

3 . データの搬入が正常に終了すると
左図の画面を表示します。

プログラムを終了する場合は、
終・HOME （Ｆ５）を押します。
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[79]ＧＰデータ搬入

● コピー先にすでに同一データがある場合

『既に、ＧＰユーザはコピー先に存在します！！ ＧＰデータ搬入を行いますか？』と表示します。
データを上書きする場合は、「１．はい」を選択します。

● 範囲指定でコピー元のデータ番号を調べる場合

1. 左図の画面で、 相手 (Ｆ９)を押します。

2. 左図の画面を表示します。
コピー元のユーザコードを確認する
ことができます。

※未転送 (Ｆ８)…コピー元とコピー先のユーザコードと年度を比較し､コピー先にない
(コピー漏れのチェックに使用します。)ユーザコードを表示します。
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[920]財務オプション設定データ搬出先・搬入先の変更方法

データをＵＳＢや外付ＨＤへ保存する場合、以下の方法で作業することが可能です。

【例：ＵＳＢメモリに、仕訳データと税務(ＧＰ)データを保存する場合】

保存先のＵＳＢメモリにあらかじめ保存ファイルを作成 － Windowsでの作業

1. ＰＣ（コンピュータ）をダブル

クリックします。

2. リムーバブルディスク（Ｆ：）を

ダブルクリックします。

3. 空いているところで右クリックし、

「新規作成」を選択します。

4.「フォルダー」をクリックします。

5. 名前を｢ＳＷ｣と入力し、仕訳データ用

のフォルダを作成します。

6. もう一度右クリックし 「新規作成」、

を選択します。

7.「フォルダー」をクリックします。

8. 名前を｢ＧＰ｣と入力し、税務データ

用のフォルダを作成します。
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[920]財務オプション設定

保存先を指定 － System-Vでの作業

1. 財務オプション設定を表示します。

920 Enter を押します。

2. 左図の画面を表示します。

各データの保存先を指定します。

保存先がＦドライブの場合

財務データの場合(仕訳)… f:/SW/

ＧＰデータの場合(税務)… f:/GP/

と指定します。

3. 終了 (Ｆ５)を押します。

※端末ごとに設定が必要です。

税務データバックアップ方法 － System-Vでの作業

1. Ｆ10 データ変換を表示します。

2. [78]ＧＰデータ搬出を開きます。

3. 出先変 (Ｆ２) を押します。

4. 搬出先が『端末（f:/gp 』と）

表示しているかを確認します。

ユーザコード・年度・項目を指定し

Enter で進むと、保存の対話を

表示します。

※[70]仕訳データ搬出・[71] 仕訳データ搬入・[79] ＧＰデータ搬入も同様の手順で行えます。

ご不明な点などございましたら、システムサービス課までお問い合わせください。
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Ｆ10[７６] ＧＰデータ削除

● 概要
・ＧＰデータ削除は、［Ｆ９］申告・個人・分析の各プログラムで入力したデータを

削除します。

・１ユーザに対する全ての［Ｆ９］プログラムのデータを削除します。
（各プログラムのユーティリティでは、呼び出したプログラムのデータのみ削除します。）

・現在作業している端末で使用した直近データを表示します。
全表示 (Ｆ８) を押すことにより、全データを表示することができます。

例) 0001 XX年 株式会社 東京商事
・ＧＰ申告情報登録 ［Ｆ９］で使用している
・新法人税申告書 データを全て削除
・新消費税申告書 します。
・新減価償却

● プログラムの呼び出し方

1. Ｆ10 データ変換 を表示します。

2. [76] ＧＰデータ削除を選択します。

76 Enter を押します。

3. ＧＰデータ削除の画面を表示します。

全表示 (Ｆ８) を押すと、ユーザコード

の表示範囲及び年度の指定ができます。

PageUp PageDown ページ
めくり前頁(Ｆ３) 次頁(Ｆ４)

先頭 (Ｆ９) …リストの先頭ページを
表示

最終 (Ｆ10) …リストの最終ページを
表示

※ユーザ数：１社１年が１ユーザ、

ファイル数：データが書き込まれている数
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[76] ＧＰデータ削除

4. ﾕｰｻﾞ･選 (Ｆ７) を押します。

5. 削除するユーザコードを入力します。

ﾕｰｻﾞｺｰﾄﾞ Enter を押します。

6. 和暦を指定します。
令和の場合は Ｒ

平成の場合は Ｈ
昭和の場合は Ｓ を入力します。

7. 年度を指定します。

年度 Enter を押します。

8. 左図の画面を表示します。
削除する場合は １ Enter
しない場合は ２ Enter を選択します。

9. 作業が終了すると、備考欄に『**削除済**』
と表示します。

10. 続けて作業する場合は、4～8の作業を
繰り返します。

終了する場合は、 終･HOME (Ｆ５) を
押します。
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Ｆ17[797] ＧＰ削除データの復活

● 概 要
[Ｆ９] 申告・個人・分析で入力したデータを削除した場合の復活方法です。

([76]ＧＰデータ削除か、各プログラムのユーティリティ『２.データ削除』を行った場合のみ)

削除した年度、ユーザコード、プログラム名と削除実行した日時が一覧で表示されます。

1. FPｷｰ次へ (Ｆ１)を押します。

画面にＦ16～Ｆ20の画面を表示します。

2. 特殊管理登録 (Ｆ17)を表示します。

3. [797]ＧＰ削除データの復活を選択します。

797 Enter を押します。

4. 左図の画面を表示します。

5. 復活させるデータの年度・ｺｰﾄﾞ・削除日時を

確認し、↓ ↑ でカーソルを合わせ、 Enter

を押します｡

(前頁） (後頁）※ PageUp ・ PageDown

でページをめくることができます。

6.『○○を復活します。よろしいですか？』

と表示します。

復活させる場合は １ Enter

しない場合は ２ Enter を押します｡

7. 年度欄にカーソルが戻ります。

、 。終了する場合は 終了 (Ｆ５) を押します



Ｗｉｎｄｏｗｓ 子 機 外 字 一 覧 表
15.05 Ｖ-３

8601 F79F 8602 F7A0 8603 F7A1 8604 F7A2 8605 F7A3 8606 F7A4 8607 F7A5 8608 F7A6 8609 F7A7 8610 F7A8

8611 F7A9 8612 F7AA 8613 F7AB 8614 F7AC 8615 F7AD 8616 F7AE 8617 F7AF 8618 F7B0 8619 F7B1 8620 F7B2

8621 F7B3 8622 F7B4 8623 F7B5 8624 F7B6 8625 F7B7 8626 F7B8 8627 F7B9 8628 F7BA 8629 F7BB 8630 F7BC

8631 F7BD 8632 F7BE 8633 F7BF 8634 F7C0 8635 F7C1 8636 F7C2 8637 F7C3 8638 F7C4 8639 F7C5 8640 F7C6

8341 F7C7 8642 F7C8 8643 F7C9 8644 F7CA 8645 F7CB 8646 F7CC 8647 F7CD 8648 F7CE 8649 F7CF 8650 F7D0

8651 F7D1 8652 F7D2 8653 F7D3 8654 F7D4 8655 F7D5 8656 F7D6 8657 F7D7 8658 F7D8 8659 F7D9 8660 F7DA

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ
8661 F7DB 8662 F7DC 8663 F7DD 8664 F7DE 8665 F7EF 8666 F7E0 8667 F7E1 8668 F7E2 8669 F7E3 8670 F7E4

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
8671 F7E5 8672 F7E6 8673 F7E7 8674 F7E8 8675 F7E9 8676 F7EA 8677 F7EB 8678 F7EC 8679 F7ED 8680 F7EE

㎝ ㎡ ㎞ ㎎ ㎏ ㎜‡ ˆ ‰ ‹
8681 F7EF 8682 F7F0 8683 F7F1 8684 F7F2 8685 F7F3 8686 F7F4 8687 F7F5 8688 F7F6 8689 F7F7 8690 F7F8

5鮨 澤 條 廣 渕 蛯 姜
8691 F7F9 8692 F7FA 8693 F7FB 8694 F7FC

﨑,
8701 F840 8702 F841 8703 F842 8704 F843 8705 F844 8706 F845 8707 F846 8708 F847 8709 F848 8710 F849

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
8711 F84A 8712 F84B 8713 F84C 8714 F84D 8715 F84E 8716 F84F 8717 F850 8718 F851 8719 F852 8720 F853

年 月 次 納 付・ ・ ・ ・
8721 F854 8722 F855 8723 F856 8724 F857 8725 F858 8726 F859 8727 F85A 8728 F85B 8729 F85C 8730 F85D

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
8731 F85E 8732 F85F 8733 F860 8734 F861 8735 F862 8736 F863 8737 F864 8738 F865 8739 F866 8740 F867

受 非 免 関 外非 免 関 共
8741 F868 8742 F869 8743 F86A 8744 F86B 8745 F86C 8746 F86D 8747 F86E 8748 F86F 8749 F870 8750 F871

¿外 消 払 内 ×消 内
8751 F872 8752 F873 8753 F874 8754 F875 8755 F876 8756 F877 8757 F878 8758 F879 8759 F87A 8760 F87B

8761 F87C 8762 F87D 8763 F87E 8764 F87F 8765 F880 8766 F881 8767 F882 8768 F883 8769 F884 8770 F885

8771 F886 8772 F887 8773 F888 8774 F889 8775 F88A 8776 F88B 8777 F88C 8778 F88D 8779 F88E 8780 F88F

※ Windowsにおいて上記外字を呼び出す

区点ｺｰﾄﾞ 子機（Windows）ｺｰﾄﾞ 場合は右側のｺｰﾄﾞ 番号で呼び出して

ください。

８６５２ Ｆ７Ｄ２

Ⅱ Ⅱ
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